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第１部　父・恂臧
第２部　小川恂臧先生の思い出
第３部　小川政亮　自伝

東京大学の哲学を卒業した父が、佐賀
県立旧制小城中学校に赴任した。そこ
で出会った子どもたちは、貧困で様々
な社会問題を背負っていた。父はそこ
から、少年たちに向き合う未来を決断
した。 本体4400円＋税

（送料込）

光りなき者とともに
　　恂臧・政亮　父子二代の記

※一般書店では扱っていません

父を語る～『光りなき者とともに』発刊によ
せて～小川政亮さんのお話をユーチューブ
にて公開しています！
https://www.youtube.com/user/sosyaken

五感で感じ、学び、つなげる
──社会福祉施設ではたらく７人がであったハンセン病問題

本体650円（税・送料別）

オンラインでもご注文いただけます！➡http://www.sosyaken.jp/ hiroba/
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E-mail: hiroba@ sosyaken.jp

　社会福祉現場ではたらく７人が、岡山県にあるハン
セン病国立療養所、邑久光明園と長島愛生園を訪問し、
入所者さん、療養所ではたらくソーシャルワーカーさ
ん、そして療養所を退所して地域生活をされている方
に、お話をうかがいました。
　「ハンセン病」をほとんど知らなかった参加者が、見
て、聞いて、学び、感じたことを、一緒に追体験できる内
容になっています。
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　日本で江戸から明治へと移り変わるとき、ヨーロッパでは南米への大移住ブームが起こって
いた。多くのイタリア人、スペイン人が大西洋を渡り、南米ラプラタ川に入り、ラ・ボカにた
どり着いた。今回は、日本から36時間、〝南米のパリ〟と言われるアルゼンチンの首都・ブエ
ノスアイレスにやって来ました。� （下野祇園）

世界で２番目に美しいと言われる本屋さんがアルゼンチンの首都ブエノスアイレスにある。El 
Ateneo Grand Splendid（エル・アテネオ・グラン・スプレンディド）。1919年に開設した大劇
場を引き継ぎ、地下の児童図書コーナーへはエスカレーターで。１階舞台はカフェになっている。



　人気の観光地となっている地区、「ラ・ボカ」のカミニート通り。世界的に有名なスポーツク
ラブ（サッカースクール）、「ボカ・ジュニアーズ」の本拠地があり、貧困街だったこの地を芸術
の街に作り変えた。しかし、午後５時以降には、「歩かないで」と。ケチャップをカバンなどに
かけ、「汚れていますよ」と声をかけ財布などを盗む「ケチャップ強盗」も頻繁に起こっている
と注意された。アルゼンチンタンゴ発祥の地でもあり、レストランの前では、呼び込みを兼ねて、
軽やかなステップを踏む男女の姿が。



　「五月広場」近くの昼休み市。ここでは骨董もふくめ、ほとんどが手作りのものが並ぶ。最近
ではスマホのカード決済も登場。アルゼンチン独立運動のきっかけとなった五月革命 （1810年）
にその名を由来する、大統領府前の「五月広場」には、毎日のように人が訪れる。今も消えるこ
とがない、自由への叫び。



　ブラジル、パラグアイ、そしてアルゼンチンの国境沿いに位置するイグアスの滝。大小275の
滝があり、最大落差約80メートル。滝幅はなんと約４キロ。写真は、そのすさまじい轟音から「悪
魔の喉笛」と言われる場所。長い橋を渡り継いで着く。このあと、滝の下をくぐるボート遊覧で
びしょ濡れになってしまいました。
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釜ヶ崎日雇労働組合　副委員長　大
おおと

戸　克
かつ

さん

日
雇
労
働
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
に
よ
る
〈
権
利
と
り
あ
げ
〉
と
締
め
つ
け
、
建
設
現
場

か
ら
の
排
除
を
は
か
っ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
攻
撃
が
、
今
年
二
〇
一
七
年
か
ら
唐
突
に
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

そ
れ
は
、
厚
労
省
が
三
年
前
か
ら
、
組
織
的
と
み
ら
れ
る
ア
ブ
レ
金
（
日
雇
失
業
給
付
金
）
不
正
受
給
問
題

を
会
計
検
査
院
の
指
摘
指
導
を
受
け
る
な
か
で
、
日
雇
雇
用
保
険
の
「
厳
格
適
用
」
を
求
め
る
通
達
を
全
国
の

労
働
局
と
公
共
職
業
安
定
所
に
発
し
た
こ
と
か
ら
で
す
。

日
雇
雇
用
保
険
と
は
、
日
雇
労
働
者
が
働
い
た
日
に
、
雇
っ
た
事
業
者
が
、
保
険
料
を
お
さ
め
た
印
紙
を
各

人
の
手
帳
に
は
り
、
二
か
月
で
二
六
日
以
上
働
い
た
翌
月
、
労
働
者
が
ア
ブ
レ
た
日
の
朝
、
職
安
に
出
頭
し
て

手
帳
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
日
の
分
の
失
業
給
付
と
し
て
ア
ブ
レ
金
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
し

く
み
で
、
一
か
月
一
三
日
か
ら
一
六
日
間
、
支
給
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
溜
め
て
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
二
月
か
ら
、
①
二
か
月
連
続
で
、
一
八
日
以
上
同
じ
業
者
で
し
か
仕
事
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
②
日
数

に
限
ら
ず
、
六
か
月
連
続
で
一
業
者
の
み
で
働
い
た
場
合
は
、「
日
雇
い
」
か
ら
一
般
雇
用
保
険
に
切
り
替
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
七
月
、
八
月
か
ら
の
ア
ブ
レ
金
の
銀
行
口
座
振
込
強
制
の
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
八
月
一
日
以
降
、
口
座
登
録
し
な
い
人
に
は
給
付
を
保
留
す
る
場
合
も
」
と
い
う
強
い
お
ど
し
文
句
ま
で
書

か
れ
て
い
ま
す
。
雇
用
保
険
法
に
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
内
容
を
、
無
理
や
り
労
働
者
に
強
制
し
、
法
そ
の
も

の
も
ね
じ
曲
げ
る
よ
う
な
や
り
方
は
、
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

い
っ
ぽ
う
、
国
交
省
は
、「
建
設
業
に
お
け
る
労
働
保
険
・
社
会
保
険
の
加
入
の
義
務
徹
底
化
」
と
し
て
ゼ
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第48回釜ヶ崎越冬闘争
日雇労働者の権利とりあげに対し、
きっちりとした反撃を

ネ
コ
ン
へ
の
「
指
導
」
を
強
化
す
る
な
か
、
そ
の
ゼ
ネ
コ
ン
が
強
制
的
「
指
導
」
と
排
除
を
下
請
け
業
者
に
開

始
し
、
末
端
で
働
く
日
雇
労
働
者
が
現
場
入
場
を
断
ら
れ
る
事
態
も
発
生
し
て
き
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
、
不
安
定
な
雇
用
層
と
し
て
の
日
雇
い
労
働
者
の
労
働
生
活
問
題
や
、
重
層
的
下
請
け
構
造

を
放
置
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
業
界
や
現
場
の
実
態
を
無
視
し
て
、
そ
の
ツ
ケ
を
末
端
下
請
け
と
労
働
者
に
ま

わ
そ
う
と
い
う
デ
タ
ラ
メ
な
施
策
と
断
ず
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ブ
レ
金
の
口
座
振
込
強
制
に
つ
い
て
は
、
七
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
西
成
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
労
組
と
全
国

一
般
労
組
に
よ
る
厚
労
省
交
渉
と
釜
ヶ
崎
日
雇
労
働
組
合
の
呼
び
か
け
と
、
そ
れ
に
答
え
た
労
働
者
の
強
制
拒

否
の
た
た
か
い
の
な
か
で
、
ア
イ
リ
ン
職
安
と
厚
労
省
は
七
月
末
直
前
に
な
っ
て
「
そ
れ
で
な
く
て
は
生
活
に

支
障
が
出
る
な
ら
、
現
金
支
払
い
も
可
能
」
と
態
度
を
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
ア
イ
リ
ン
釜
ヶ
崎
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
全
国
的
に
圧
倒
的
多
数
が
口
座
振
込
を
強
制
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
施
策
の
行
き
着
く
先
は
、
も
と
も
と
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
き
た
数
多
く
の
労
働
者
が
よ

り
い
っ
そ
う
の
困
窮
状
態
に
投
げ
出
さ
れ
、
さ
ら
に
野
宿
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
の
深
刻
化
を
も
た
ら
す
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

き
び
し
さ
を
増
す
状
況
の
な
か
で
、
釜
ヶ
崎
で
は
一
二
月
末
か
ら
四
八
回
目
の
越
冬
闘
争
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
一
人
の
野
垂
れ
死
に
も
許
さ
な
い
と
同
時
に
、
き
っ
ち
り
と
反
撃
し
て
い
く
た
た
か
い
を
積
み
上
げ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
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あ
る
財
務
官
僚
は
、「
政
権
が
安
定
す
る
と
、
社
会
保
障
の
負
担
増
や
給
付
減
、
と
い
っ
た
不
人
気
の
政
策
が
や
り
や
す
く
な
る
」

一
方
で
、｢

政
権
が
憲
法
改
正
に
邁
進
す
れ
ば
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
消
費
税
増
税
が
邪
魔
に
な
る
か
も
し
れ
な
い｣

、
と
つ
ぶ
や
い

た
と
日
経
新
聞
（
一
〇
月
二
四
日
朝
刊
）
が
紹
介
し
て
い
ま
す
。　
　

衆
議
院
選
挙
結
果
で
、
安
倍
政
権
は｢

消
費
税
増
税
分
を
財
源
と
し
た
全
世
代
型
社
会
保
障
の
実
現
を
最
優
先
に
取
り
組
む｣

と
強

調
し
ま
し
た
。
こ
の
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
の
実
現
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
決
し
て
、
す
べ
て
の
世
代
が
憲
法
二
五
条
の
「
健
や
か

に
文
化
的
に
暮
ら
せ
る
最
低
限
度
の
生
活
保
障
」
が
受
け
ら
れ
る
、
と
は
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

少
子
高
齢
化
で
急
速
に
ふ
く
ら
む
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
と
悪
化
す
る
財
政
。
安
倍
首
相
は
新
内
閣
の
経
済
運
営

に
つ
い
て
、「
持
続
可
能
な
成
長
の
鍵
は
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
」
だ
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
最
大
の
挑
戦
」

で
あ
り
、「
デ
フ
レ
脱
却
を
め
ざ
し
、
金
融
緩
和
路
線
は
継
続
す
る
。
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
消
費
税
増
税
を
実
施
し
、
脱
時
間
給
制

度
法
案
を
通
過
」さ
せ
る
と
の
こ
と
。「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
構
想
会
議
」（
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
み
す
え
た
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
検
討
。

こ
ん
な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

国
民
は
ご
め
ん
だ
！

　
─
─
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
、「
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
」
を
求
め
、

　
　
　
社
会
福
祉
現
場
で
の
働
き
が
い
を
、こ
れ
以
上
削
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
！
─
─
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会
議
メ
ン
バ
ー
に
は
、
ユ
ー
キ
ャ
ン
や
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
の
役
員
を
入
れ
、
生
活
問
題
の
研
究
者
は
入
っ
て
い
な
い
）
を
再
始
動
し
、
年
内
に
具

体
案
を
取
り
ま
と
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

選
挙
後
、
早
々
に
打
ち
出
さ
れ
た
政
策
検
討
の
動
き
を
い
く
つ
か
あ
げ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
保
育
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

へ
の
補
助
金
二
〇
〇
億
円
を
減
額
し
、
受
け
皿
整
備
に
ま
わ
す
。
予
算
の
効
率
化
で
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
げ
る
。
保
育
事
業
者
の

利
益
率
は
全
産
業
平
均
よ
り
高
め
の
た
め
、
財
務
省
は
一
部
補
助
金
を
や
め
て
も
事
業
者
の
経
営
に
大
き
な
支
障
は
出
な
い
と
判
断

し
、
施
設
運
営
費
の
補
助
を
削
減
す
る
。
事
業
主
拠
出
金
を
賃
金
〇
・
二
三
％
か
ら
〇
・
二
五
％
に
引
き
上
げ
る
方
向
で
調
整
す
る
。

診
療
報
酬
も
二
％
台
半
ば
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
め
ざ
す
。
診
療
報
酬
本
体
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。
二
〇
一
八
年
度
予
算
編
成
で
は
、

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
六
年
に
一
度
の
同
時
改
定
を
む
か
え
、
財
務
省
は
介
護
報
酬
も
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
め
ざ
す
。
介
護
事
業
者
の

経
営
状
況
は
一
般
の
中
小
企
業
よ
り
良
い
た
め
、
国
民
の
保
険
料
や
自
己
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
に
報
酬
引
き
下
げ
を
求
め
る
。
こ
れ

が
現
実
の
選
挙
結
果
で
し
よ
う
か
？
。

今
号
で
は
、
社
会
福
祉
現
場
で
の
労
働
観
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
福
祉
政
策
と
対
象
の

国
民
へ
向
き
合
い
の
福
祉
労
働
の
問
題
で
す
。
前
述
の
選
挙
後
の
動
き
は
、
向
き
合
っ
て
い
る
人
々
、
福
祉
労
働
を
担
う
人
た
ち
へ
の

政
権
が
贈
る
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
？　

そ
ん
な
政
策
側
の
意
図
を
、
な
ん
と
し
て
も
防
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
会
員
の
つ
ど
い
で
の
企
画
「
小
川
政
亮
さ
ん
は
何
を
遺
さ
れ
た
の
か
」（
二
回
に
分
け
て
掲
載
）
を
紹
介
し
、
国
家
と
国
民
の

関
係
に
つ
い
て
、
小
川
政
亮
さ
ん
の｢

権
利
と
し
て
の
社
会
保
障｣

の
理
論
を
深
め
、
本
当
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集
主
幹
）


